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要旨：コンクリートの圧縮強度が 30N/mm2～100N/mm2 の範囲において，供試体の高さ直径比を 1.0，1.5，2.0

とした直径 100mm のコンクリートコア供試体を作製し，圧縮強度試験実施中における供試体側面のみかけの

横ひずみの載荷軸方向に渡る分布を連続的に測定した。高さ直径比 2.0 を基準とした圧縮強度比と高さ直径比

の関係は，圧縮強度レベルによらず JIS A 1107 に記載の補正係数の逆数とほぼ同じであった。みかけの横ひ

ずみの分布から，圧縮強度に対してある応力度の範囲から載荷面近傍での変形拘束が観察された。臨界応力

度は，圧縮強度レベルおよび高さ直径比によらず圧縮強度の 85%程度であることがわかったが，圧縮強度比

に及ぼす高さ直径比の影響を説明できる要因ではないと考えられた。 
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1. はじめに 

 コンクリート構造体の圧縮強度を，コンクリートコア

供試体を採取して評価することを主な目的とした JIS A 

1107 では，コア供試体の高さ直径比（以下，h/d と記す）

が小さくなるほど圧縮強度が高くなる現象を補正する

係数が示されている 1)。これまで示されている h/d によ

る補正係数は，圧縮強度が 40N/mm2までの範囲に適用さ

れることが原則とされてきた。供試体の h/d の違いが圧

縮強度に及ぼす影響について，補正後の圧縮強度が

40N/mm2 を超える高強度コンクリートにおいて，h/d に

よる圧縮強度の変化割合は変わらないとする報告 2)や，

圧縮強度が高いほど h/d が小さい場合の圧縮強度の増加

割合が小さくなるという報告 3)がある。 

 本報告では，これまで指摘されてきた，載荷板近傍の

変形拘束効果によって h/d が小さいコア供試体の圧縮強

度が増大するとされる現象について，実験的に検討した

結果を述べる。対象とするコンクリートの圧縮強度レベ

ルは 30N/mm2～100N/mm2 の範囲とし，コア供試体円周

方向のみかけのひずみ（以下横ひずみと記す）を載荷軸

方向に渡る分布として，載荷中に連続的に測定し，異な

る h/d でのコア供試体の変形性状を把握することとした。 

 

2. 実験概要 

2.1 実験因子と水準 

 実験因子は，試験実施時のコンクリートの目標圧縮強

度（以下，目標強度と記す）とコア供試体の h/d とした。

目標強度は 30N/mm2～100N/mm2 となる範囲で 5 水準と

した。コア供試体の h/d は 1.0～2.0 の範囲で 3 水準とし

た。実験因子と水準を表－１に示す。実験はすべての因

子水準の組合せで実施した。 

 

表－１ 実験因子と水準 

 

 

 

 

 

 

2.2 コンクリートの材料と調合 

(1) コンクリートの材料 

 コンクリートの材料を表－２に示す。セメントは普通

ポルトランドセメントを基本とし，目標強度 100N/mm2

の場合のみ中庸熱ポルトランドセメントを用いた。化学

混和剤は，目標強度 30N/mm2の場合は AE 減水剤を用い， 

 

表－２ コンクリートの材料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*1 （株）竹中工務店 技術研究所 建設技術研究部 主任研究員・修士（工学） (正会員) 

*2 （財）建材試験センター 中央試験所 材料グループ 専門職・博士（工学） (正会員) 

*3 （独）建築研究所 建築生産研究グループ 上席研究員・ｐｈ．D (正会員) 

*4  全国生コンクリート工業組合連合会 技術部 部長代理 (正会員) 

実験因子 水準

目標強度

(カッコ内は水セメント比)

30N/mm2(61%)，45N/mm2(45%)，

60N/mm2(37.5%)，

80N/mm2(28%)，100N/mm2(27%)

供試体の
高さ直径比(h/d) 1.0，1.5，2.0

種類 記号 名称 産地 物性値

C1
普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞ

ｾﾒﾝﾄ
T社製 密度3.16g/cm3

C2
中庸熱ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞ

ｾﾒﾝﾄ
T社製 密度3.21g/cm3

細骨材 S 砂
栃木市

尻内町産
表乾密度2.61g/cm

3
，

吸水率1.16％，粗粒率2.80

粗骨材 G 砕石
佐野市

会沢町産
表乾密度2.70g/cm

3
，

吸水率0.75％，実積率60.0％

AD1 AE減水剤 B社製
変性リグニンスルホン酸化合物，

密度1.07g/cm3

AD2
高性能

AE減水剤
F社製

ポリカルボン酸系化合物，

密度1.07g/cm3

セメント

化学
混和剤
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表－３ コンクリートの調合 
単位量 (kg/m3) 

目標強度 
(N/mm2) 

スランプ 
（ｽﾗﾝﾌﾟﾌﾛｰ） 

(cm) 

水セメント

比 
(%) 

空気量
 

(%) 

細骨材率
 

(%) 
水 
W 

セメント
C 

細骨材 
S 

粗骨材 
G 

混和剤 
AD 

(kg/m3) 

30 18 61.0 4.5 49.2 178 292 880 940 2.92 

45 18 45.0 4.5 48.0 170 378 833 934 3.78 

60 18 37.5 4.5 46.5 170 453 780 926 4.67 

80 （45） 28.0 4.5 45.9 170 607 710 867 8.19 

100 （55） 27.0 4.5 46.5 170 630 715 851 9.77 

それ以外の目標強度では高性能 AE 減水剤を用いた。 

(2) コンクリートの調合 

 コンクリートの調合を表－３に示す。目標強度

30N/mm2および 45N/mm2では，強度管理材齢を 4 週とし

た。目標強度 60N/mm2，80N/mm2，および 100N/mm2で

は，強度管理材齢を 8 週とした。空気量およびスランプ

（スランプフロー）は表－３に示す目標値とした。 

 

2.3 コア供試体の作製方法 

(1) コア採取用模擬試験体の作製とコアの採取 

 コア採取用模擬試験体は，長さ 1,800mm×高さ

1,200mm×厚さ 325mm の壁状とし，目標強度ごとに 1

体作製した。型枠は厚さ 12mm の塗装合板を用いて組立

て，各調合の生コンクリートの打設は，棒状振動機を用

いて 2 層で打ち込んだ。型枠は，中庸熱セメントを用い

た目標強度 100N/mm2のコンクリートのみ材齢 3 週まで

存置し，他は材齢 2 週まで存置した。試験体は屋内に設

置し，型枠脱型からコア採取までは気中養生とした。 

コアは，材齢 3 週および 7 週において，内径 100mm

のダイヤモンドビットを取り付けたコアボーリング機

を用い，自動送り装置によって一定速度で削孔した。模

擬試験体の見付け面と削孔位置の概要を図－１に，コア

採取状況を写真－１に示す。図中の番号を付した箇所か

ら採取したコアを本実験で用いた。 

(2) コアの切断と端面研磨 

 採取したコアは，湿式カッターを用いて表層部分を削

除し，内部を所定の寸法に切断した。コアは図－２に示

すように，切断位置によって 2 種類とし，整形後の供試

体長さに 5mm 加えた位置で切断し，端面研磨機で加工

する段階で所定の供試体長さとなるように調整した。コ

ア供試体の数量は，各 h/d について 3 体とした。 

 

2.4 測定項目と方法 

(1) フレッシュコンクリートの性状 

 スランプは JIS A 1101 に従って，スランプフローは JIS 

A 1150 に従って測定した。空気量は JIS A 1128 に従って

測定した。コンクリート温度は JIS A 1156 に従って測定

した。 

(2) コア供試体の整形精度 

 端面を研磨したコア供試体は，JIS A 1107 に従って，

母線の直線度，コアの軸と端面のなす角度，端面の平面

度を確認した。また，コアの直径と高さを，ノギスを用

いて測定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１ 試験体の見付け面におけるコア採取位置概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－１ コア採取状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－２ コア供試体長さとコア切断位置の関係 
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(3) 供試体の圧縮強度 

供試体の圧縮強度試験は，JIS A 1108 に従って，載荷

速度 0.6N/mm2/sec で実施し，記録した荷重データの最大

荷重を断面積で除して圧縮強度を求めた。供試体の種類

は，コア供試体と，JIS A 1132 に従って作製の上，標準

養生した供試体の 2 種類とした。 

圧縮強度試験は標準養生した供試体とコア供試体と

を分けて 2 試験機関で実施した。コア供試体については，

目標強度 30N/mm2，45N/mm2，60N/mm2 では最大秤量

1000kN の圧縮試験機を用い，目標強度 80 N/mm2 および

100N/mm2 では最大秤量 5000kN の圧縮試験機を用いた。 

(4) コア供試体の縦ひずみおよび横ひずみ 

コア供試体の縦ひずみは，JIS A 1149 に従い，検長

60mm のひずみゲージを供試体の相対する 2 側面で高さ

の中央部に接着剤で貼り付け，データロガーを用いて連

続的に測定した。コア供試体の横ひずみは，検長 60mm

のひずみゲージを，供試体の相対する 2 側面上で，図－

３に示す位置に接着剤を用いて貼り付け，データロガー

を用いて連続的に測定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－３ 各 h/d での横ひずみ測定位置 

 

3. 試験結果 

3.1 フレッシュコンクリートの性状 

 フレッシュコンクリートの試験結果を表－４に示す。

スランプは，16.5cm および 18.5cm であり，目標値 18cm

±2.5cm の範囲内であった。スランプフローは目標圧縮

強度 80N/mm2 では 44cm，100N/mm2 では 54cm であり，

ほぼ目標値どおりであった。空気量は 3.1%～4.7%であり，

目標値 4.5%±1.5%の範囲内であった。コンクリート温度

は 27℃～33℃の範囲であった。 

 

3.2 標準養生した供試体の圧縮強度試験結果 

JIS A 1132 に従って作製の上，標準養生した供試体に

よる圧縮強度試験結果を表－５に示す。得られた圧縮強

度は，目標強度 45N/mm2の場合がやや高いほかは，目標

強度に対して概ね±10%程度の範囲内であった。ヤング

係数は 26.7～43.0kN/mm2であり，圧縮強度が大きいほど

高くなる傾向は既往と同じ一般的な結果である。 

 

表－４ フレッシュコンクリートの試験結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

表－５ 標準養生した供試体の圧縮強度試験結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.3 コア供試体の圧縮強度試験結果 

(1) コア供試体の圧縮強度 

 コア供試体の圧縮強度試験結果を表－６に示す。表－

５に示した圧縮強度と表－６の h/d=2.0 の圧縮強度を比

較すると，コア供試体の圧縮強度は標準養生した供試体

の圧縮強度の 80%～95%程度であった。各圧縮強度では，

h/d が小さいほど得られた圧縮強度が高くなる傾向であ

った。ヤング係数は圧縮強度が大きいほど高くなる傾向

は既往と同じ一般的な結果である。 

(2) h/d と圧縮強度比の関係 

 表－６より，h/d=2.0 の圧縮強度を基準とした各 h/d で

の圧縮強度比を，JIS A 1107 に示された補正係数の逆数

とした圧縮強度比とともに表－７に示す。表－７より，

目標強度 30N/mm2，60N/mm2，80N/mm2および 100N/mm2

の場合は，h/d が 2.0 から小さくなるときに圧縮強度比が

大きくなるが，その圧縮強度比は JIS の補正係数の逆数

の＋5%以内でほぼ同じであった。目標圧縮強度 45N/mm2

の場合は h/d が小さいほど圧縮強度比が大きくなるが，

圧縮強度比は他よりも 20%程度高い値となった。この原

因については本実験データから推定することは困難で

ある。 

No. 各供試体 平均値 No. 各供試体 平均値

① 33.2 ① 25.7
② 33.9 33.1 ② 26.0 26.7
③ 32.1 ③ 28.5
① 51.1 ① 30.9
② 51.6 51.4 ② 35.9 31.3
③ 51.4 ③ 27.2
① 60.1 ① 37.0
② 61.4 61.2 ② 35.0 36.8
③ 62.1 ③ 38.5
① 83.3 ① 40.8
② 81.8 82.6 ② 40.2 40.3
③ 82.7 ③ 39.8
① 94.9 ① 44.5
② 90.9 94.4 ② 42.6 43.0
③ 97.4 ③ 41.9

圧縮強度(N/mm2) ヤング係数(kN/mm2)目標
強度

30
N/mm2

45
N/mm2

60
N/mm2

80
N/mm2

100
N/mm2

高さH=0
中央

H=+65

H=-20

H=-40

H=+90

H=+40

H=+20

【h/d=1.5】 【h/d=1.0】【h/d=2.0】

H=-65

H=-90

ひずみゲージ

スランプ
(cm)

スランプフロー
(cm)

空気量
(%)

温度
(℃)

30N/mm2 16.5 － 3.3 27

45N/mm2 18.5 － 4.7 32

60N/mm2 18.5 － 4.6 29

80N/mm2 － 44.0 4.0 33

100N/mm2 － 54.0 3.1 32

目標強度
フレッシュコンクリート試験項目
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表－６ コア供試体の圧縮強度試験結果 

① 36.6 平均 ① 27.4 平均 ① 54.9 平均 ① 29.2 平均 ① 67.4 平均 ① 37.0 平均 ① 74.0 平均 ① 35.7 平均 ① 97.4 平均 ① 40.2 平均

1.0 ② 33.0 35.2 ② 25.0 25.2 ② 54.0 54.8 ② 25.9 26.3 ② 66.2 67.4 ② 29.2 34.4 ② 86.0 80.5 ② 41.9 39.0 ② 101.5 99.2 ② 41.6 41.0
③ 36.0 ③ 23.1 ③ 55.5 ③ 23.7 ③ 68.6 ③ 36.9 ③ 81.6 ③ 39.3 ③ 98.7 ③ 41.2
① 32.7 ① 27.9 ① 50.0 ① 33.3 ① 63.9 ① 37.8 ① 73.9 ① 37.9 ① 91.9 ① 41.7

1.5 ② 28.7 30.9 ② 26.5 26.8 ② 49.9 50.1 ② 33.2 32.5 ② 60.2 62.5 ② 33.3 36.4 ② 76.2 74.8 ② 40.0 38.6 ② 90.7 91.0 ② 42.5 42.2
③ 31.3 ③ 26.0 ③ 50.5 ③ 30.9 ③ 63.3 ③ 38.0 ③ 74.5 ③ 38.0 ③ 90.3 ③ 42.5
① 27.2 ① 27.9 ① 40.1 ① 29.7 ① 56.0 ① 34.4 ① 70.0 ① 36.7 ① 86.9 ① 42.4

2.0 ② 30.5 29.2 ② 26.7 27.1 ② 40.6 40.4 ② 29.4 29.9 ② 59.8 57.3 ② 35.9 35.2 ② 65.8 67.8 ② 35.8 36.1 ② 83.7 84.6 ② 40.4 41.3
③ 30.0 (0.88) ③ 26.7 ③ 40.5 (0.79) ③ 30.7 ③ 56.1 (0.94) ③ 35.4 ③ 67.7 (0.82) ③ 35.7 ③ 83.3 (0.90) ③ 41.0

カッコ内は標準養生した供試体の圧縮強度に対する比を示す。

目標強度100N/mm2

圧縮強度

(N/mm2)
ヤング係数

(kN/mm2)

目標強度60N/mm2

圧縮強度

(N/mm2)
ヤング係数

(kN/mm2)

目標強度80N/mm2

圧縮強度

(N/mm2)
ヤング係数

(kN/mm2)
h/d

目標強度45N/mm2

圧縮強度

(N/mm2)
ヤング係数

(kN/mm2)
圧縮強度

(N/mm2)
ヤング係数

(kN/mm2)

目標強度30N/mm2

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－４ コア供試体のひずみ分布推移（上段：30N/mm2，中段：60N/mm2，下段：100N/mm2） 

 

3.4 コア供試体のみかけの横ひずみ分布 

コア供試体のみかけの横ひずみ（以下横ひずみと記す）

分布を測定した結果を図－４に示す。図では，各 h/d に

ついて①圧縮強度の 1/3 応力時，②2/3 応力時，③80%応

力時，および④95%応力時のひずみ分布を示している。 

目標強度 30N/mm2の場合を図－４の上段に示す。横ひ

ずみの分布は，h/d=1.0 では，圧縮強度の 2/3 応力時にお

いて二つの供試体の上下端付近でひずみが小さく，高さ

中央部が大きい樽形を示し，80%応力時以上では，上下

端部に比べて中央部の横ひずみが顕著に増大した。また，

h/d=1.5 および 2.0 では，圧縮強度の 2/3 応力時において

は横ひずみ分布が概ね一様であるが，80%応力時におい 

表－７ コア供試体の h/d と圧縮強度比の関係 

 

 

 

 

 

 

て上下端付近でひずみが小さく，高さ中央部が大きい樽

形を示し，95%応力時では，上下端部に比べて中央部の

横ひずみが顕著に増大した。なお，目標強度 45N/mm2

の場合は 30N/mm2と同様の傾向であった。 
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ずみの分布は，h/d=1.0 では圧縮強度の 2/3 応力時におい

て二つの供試体の上下端付近でひずみが小さく，高さ中

央部が大きい樽形を示し，80%応力時以上では上下端部

に比べて中央部の横ひずみが顕著に増大した。ひずみ分

布の推移は，h/d=1.5 および 2.0 でも同様であった。 

目標強度 100N/mm2 の場合を図－４の下段に示す。横

ひずみの分布は，h/d=1.0 では，圧縮強度の 1/3 応力時に

おいて二つの供試体の上下端付近でひずみが小さく，高

さ中央部が大きい樽形の分布を示し，2/3 応力時以上で

は，上下端部に比べて中央部の横ひずみが顕著に増大し

た。また，h/d=1.5 および 2.0 は，圧縮強度の 1/3 応力時

において上下端付近でひずみが小さく，高さ中央部が大

きい樽形の分布を示したが，2/3 応力時から 80%応力時

では，中央部の横ひずみは上下端部に比べて増大するも

のの，上下端部以外のひずみがほぼ一様に増大する台形

状のひずみ分布となった。95%応力時では上下端部に比

べて中央部の横ひずみが顕著に増大した。なお，目標強

度 80N/mm2 の場合は 100N/mm2 と同様の傾向であった。 

以上より，圧縮強度が高いコンクリートほど圧縮強度

に対して比較的低い応力度の割合で載荷面近傍の変形

拘束効果がみられ，応力度としては 20～40N/mm2 程度で

ある。また，目標強度 30N/mm2の場合には，同じ応力度

の割合では小さい h/d（h/d=1.0）において変形拘束効果

がみられた。 

 

4. 実験結果の考察 

4.1 h/d と臨界応力度の関係 

圧縮強度試験を実施して得られた，圧縮応力と縦ひず

みおよび横ひずみの関係から，式(1)を用いて体積ひずみ

（εvol）を計算し，体積ひずみが減少から増大に転じる

臨界応力度 4)を求めた。 

vhvol εεε +×= 2  (1) 

)(
)(

v 圧縮を－：縦ひずみ　　　　

引張を＋：高さ中央の横ひずみここに、

ε
ε h  

 

得られた臨界応力度と圧縮強度の関係を，全体のデー

タを一次式で近似した結果を併せて図－５に示す。図－

５より，全体として臨界応力度は圧縮強度に正比例して

高くなる傾向がある。臨界応力度と圧縮強度の関係は一

次式で近似することができ，直線の傾きは 0.848 である

ことから，今回用いたコンクリートの圧縮強度試験にお

ける臨界応力度は，圧縮強度のレベルによらず 85%程度

であることがわかった。目標強度 80N/mm2 および

100N/mm2 では目標強度 60N/mm2 以下の場合と試験機の

容量が異なったが，臨界応力度と圧縮強度の関係には影

響していないように見られる。臨界応力度は，h/d が小

さくなって圧縮強度が増加する場合でも同じ割合で増 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－５ 臨界応力度と圧縮強度の関係 

 

加していることから，h/d の影響は受けないことがわか

る。そのため，h/d による強度増加の現象は臨界応力度

では説明できない。 

 

4.2 載荷面近傍での供試体の変形拘束効果 

供試体の変形性状について，圧縮強度(図中では P と表

記する)の 2/3 応力時，85%応力時(臨界応力度相当)およ

び 95%応力時における，高さ中央部の縦ひずみに対する

横ひずみの比を，目標強度 30N/mm2，60N/mm2 および

100N/mm2 の場合の代表的な供試体 1 体ずつをまとめた

ものを図－６～図－８に示す。 

図－６より目標強度 30N/mm2 の場合は，圧縮強度の

85%応力時において，h/d=1.0 および 2.0 のとき上下端か

ら 30mm 程度の位置でひずみ比が増大しない折れ点がみ

られ，この範囲までが変形拘束効果があると推察される

が，h/d=1.5 のときはひずみ比が三角形の分布形状となっ

ており，ひずみ比の折れ点はみられなかった。95%応力

時ではいずれの h/d でもひずみ比が三角形の分布形状と

なっており，ひずみ比の折れ点はみられなかったが，上

下端部のひずみ比は 2/3 応力時から 95%応力時まで変化

せず，変形拘束の影響が大きいことが推察される。なお，

目標強度 45N/mm2 の場合は 30N/mm2 と同様の傾向であ

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－６ ひずみ比の分布(目標強度 30N/mm2) 
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図－８ ひずみ比の分布(目標強度 100N/mm2) 

図－７より目標強度 60N/mm2の場合は，85%応力時お

よび 95%応力時において，h/d=1.0 および 1.5 のとき上端

から 30mm 程度の位置でひずみ比の折れ点がみられ，こ

の範囲までが変形拘束効果があると推察されるが，

h/d=2.0 のときはひずみ比が円弧状の分布となっており，

ひずみ比の折れ点はみられなかった。また，目標強度

30N/mm2と同様に，上下端部のひずみ比は 2/3 応力時か

ら 95%応力時まで変化せず，変形拘束の影響が大きいこ

とが観察される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－７ ひずみ比の分布(目標強度 60N/mm2) 

 

図－８より目標強度 100N/mm2 の場合は，85%応力時

において，いずれの h/d でも上下端から 30mm 程度の位

置でひずみ比の折れ点がみられ，この範囲までが変形拘

束効果があると推察される。95%応力時では h/d＝2.0 が

ひずみ比の折れ点がみられるが，h/d=1.0 および 1.5 では

ひずみ比が三角形の分布形状となっており，ひずみ比の

折れ点はみられなかった。また，目標強度 30N/mm2およ

び 60N/mm2と同様に，上下端部のひずみ比は 2/3 応力時

から 95%応力時まで変化せず，変形拘束の影響が大きい

ことが観察される。なお，目標強度 80N/mm2 の場合は

100N/mm2と同様の傾向であった。 

図－６から図－８における，95%応力度でのひずみ比

分布は，ひずみ比の違いは若干あるが，いずれの強度レ

ベルおよび h/d でも上下端部のひずみ比が小さく高さ中

央部のひずみ比が大きい三角形の分布形状となった。 

以上より，圧縮強度試験実施中における載荷面近傍で

の変形拘束は，圧縮強度の 2/3 応力度から 85%応力度程

度では上下端の 30mm 程度が影響範囲と推察されるが，

95%応力度程度では，変形拘束範囲が明らかにみられな

い。なお，いずれの強度レベルおよび h/d でも，上下端

部のひずみ比は 2/3 応力度から 95%応力度まで変化せず，

変形拘束の影響が持続的に大きい。 

 

5. まとめ 

100N/mm2までの各種強度レベルのコンクリートで h/d

の異なる場合の圧縮強度試験でみかけの横ひずみ分布

を測定した結果得られた結論を以下にまとめる。 

(1) 圧縮強度比と h/d の関係は，45N/mm2を除きいずれの

強度でも JIS A 1107 の補正係数の逆数とほぼ同じで

あった。 

(2) 臨界応力度はいずれの圧縮強度レベルや h/d の影響

を受けることなく，本実験では圧縮強度の 85%程度

の割合であった。 

(3) 横ひずみ比の分布から，圧縮強度の 85%応力度(臨界

応力度)前後においてひずみ分布の折れ点が観察され，

この範囲は概ね 30mm 程度と推察された。 

(4) 圧縮強度の 95%応力度における横ひずみ比の分布は，

いずれの圧縮強度レベルおよび h/d でも高さ中央部

が大きい形状となり，上下端部のひずみ比は 95%応

力度まででも変化しない。 
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